　「The Battle of Molag Beran」訳本

　「Molag Beranの戦」

　著者：不明

　（Dunmerに伝わる物語詩）

　君は、

　戦から身を隠しに行ったか？

　Guarの群れのところに行ったか？

　それとも、Guard家と肩を並べて、

Molag Beranの戦の地に在ったか？

　その地に於いて、私は戦い叫び、

　血と雷を味わった。

　戦棍と盾に自らの身を固めて前線に立てば、

　DunmerがDunmerの血族を殺戮していた。

　Retheran家の衛兵たちは、

　麗々しい軍服に身を包んでいた。

　連中は、誇らしげに、幅広の縦隊でもって遣って来たけれど、

　慌てふためく家畜どものように走って行った。
　我々はTadras河畔に自陣を布き、

　そして、連中の両翼に向けて追い立てた。

　勇猛なるDrenimによって零された、

　その同胞の血に戦場は輝いていた。

　我々は勇ましい漢たちを幾らか失った、
　勇敢なるDrenimの隊列によって。

　そして、幾人もの未亡人たちは、啜り泣きつつ、

　Molag Beranの丘を彷徨った。

　ある者は誤って命を落とし、ある者は相応しく命を落とし、
　誰もが軍旗を身に帯び、

　そして、数多の者達が世界に「おやすみ」を告げていった、

　Molag Beranの戦に於いて。
